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保
険
給
付
費
や
納
付
金
等
の
支
出
総
額
が

減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
保
険
料
収
入
の
増

加
が
寄
与
し
、
経
常
収
支
は
昨
年
に
続
き
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
一
般
保

険
収
支
は
、
収
入
が
8
億
9
3
1
8
万
円
、

支
出
が
6
億
8
7
6
0
万
円
と
な
り
、
2
億

5
5
8
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
繰
越
金
1
億
1
8
7
2

万
円
を
控
除
し
た
実
質
収
入
額
は
7
億

7
4
4
6
万
円
と
な
り
、
支
出
を
差
し
引
い

た
実
質
の
経
常
収
支
も
8
6
8
6
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

■
収
入
と
支
出

収
入
に
つ
い
て
は
、
基
本
と
な
る
保
険
料

収
入
が
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
の
給
与
引
き
上

げ
の
影
響
に
よ
る
標
準
報
酬
月
額
・
標
準
賞

与
額
の
増
加
で
前
年
比
約
3
8
6
7
万
円
増

の
7
億
4
8
9
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
費
は
3
億

9
5
4
8
万
円
で
、
療
養
給
付
費
や
家
族
療

養
費
が
約
2
8
6
0
万
円
減
少
し
、
昨
年
の

4
億
2
6
2
3
万
円
か
ら
3
0
7
5
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
支
出
の
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
納
付
金
は
1
億

9
3
8
5
万
円
で
、
前
年
比
約
1
5
5
3

万
円
の
減
少
と
な
り
、
支
出
総
額
6
億

8
7
6
0
万
円
で
予
算
を
6
3
6
4
万
円
下

回
る
大
幅
な
支
出
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
介
護
保
険

介
護
保
険
収
支
は
、
収
入
支
出
差
引
額
で

2
7
0
2
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
期
繰
越
金
の
3
0
5
1
万
円
を
除
い
た
実

質
の
経
常
収
支
差
引
額
は
保
険
料
率
改
定
の

影
響（
16
・
8
→
14
・
0
‰
）で
、
3
4
9
万
円

の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
剰

余
金
の
調
整
償
却
を
行
い
、
準
備
金
保
有
率

を
引
き
下
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
決
算
残
金
処
分

決
算
残
金
処
分
は
、
一
般
保
険
に
つ
い
て

は
当
初
予
算
を
9
3
0
0
万
円
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
2
億
5
5
8
万
円
の
う
ち
1
億

円
を
別
途
積
立
金
へ
積
み
増
す
こ
と
と
し
ま

す
。
残
り
の
1
億
5
5
5
万
円
を
次
期
繰
越

金
と
し
、
3
万
円
を
財
政
調
整
事
業
繰
越
金

と
し
て
処
分
し
ま
す
。
介
護
保
険
に
つ
い

て
は
、
2
7
0
2
万
円
の
う
ち
1
2
0
0

万
円
を
法
定
準
備
金
へ
積
み
増
し
、
残
額

1
5
0
2
万
円
を
次
期
繰
越
金
と
し
て
処
分

し
ま
す
。

■
保
健
事
業

保
健
事
業
は
前
年
度
に
引
き
続
き「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
補
助
」、

「
家
庭
常
備
薬
の
配
付
」を
実
施
し
た
ほ
か
、

30
歳
以
上
の
被
保
険
者
の「
人
間
ド
ッ
ク
」を

事
業
主（
法
定
検
診
部
分
の
7
1
5
0
円〔
税

込
〕）と
健
保
組
合
で
全
額
負
担
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク（
40
歳
以
上

の
特
定
健
診
）の
結
果
、
生
活
習
慣
病
発
症

リ
ス
ク
の
高
い
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る「
特

定
保
健
指
導
」の
初
回
面
談（
一
部
の
事
業
所

で
W
E
B
面
談
）を
、
事
業
主
の
協
力
の
も

と
就
業
時
間
内
に
各
事
業
所
内
で
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
今
年
度
は「
歯
科
健
診
」を

12
年
振
り
に
復
活
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
の
12
月
2
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
健

康
保
険
証
が
使
え
な
く
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
基
本
と
す
る
体
制
へ
完
全
に
移
行
し
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
方
に
対
し
て
は
、「
資
格
確
認
書
」（
は
が

き
型
・
有
効
期
限
3
年
）を
交
付
し
ま
す
が
、

健
保
組
合
で
は
、
約
7
5
0
枚
を
作
成
す
る

予
定
で
す
。

健
保
組
合
の
効
率
的
な
運
営
に
つ
い
て

も
、
ぜ
ひ
お
考
え
い
た
だ
き
、
早
め
に
マ
イ

ナ
保
険
証
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

母
体
の
東
洋
電
機
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
度

に
続
き
、
令
和
7
年
6
月
に
大
き
な
賃
上
げ

を
実
施
、
業
績
回
復
に
伴
う
賞
与
金
の
支
給

月
数
増
加
も
あ
り
、
今
年
度
決
算
同
様
に
、

7
年
度
も
保
険
料
収
入
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
一
方
、
高
齢
者
拠
出
金
の
増
加
傾
向

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
意

識
し
な
が
ら
、
当
健
保
組
合
の
方
針
で
あ
る

「
治
療
よ
り
予
防
」に
力
を
入
れ
、
保
険
活
動

や
保
健
事
業
、
医
療
D
X
の
推
進
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
健
康
保
険
組
合
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
今
後
の
費
用
負
担
の
拡
大
に
備
え
、
経

費
の
削
減
、
医
療
費
の
節
約
な
ど
最
大
限
の

努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
保
健
事
業

の
積
極
的
な
参
加
な
ど
、
ご
自
身
の
健
康
管

理
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
、
健
保
財
政
の

健
全
化
に
ご
協
力
い
だ
き
ま
す
よ
う
、
こ
こ

に
あ
ら
た
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保険給付費や納付金等の支出総額が減少、
保険料収入の増加もあり

経常収支は昨年に続き黒字決算
令和7年8月5日に開催された第156回組合会で、

令和6年度決算が可決・承認されましたので、その概要をご報告いたします

令和6年度 決算のお知らせ
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収入

〔会社6割〕

保険料
給与・賞与から

（83.85%）

〔社員4割〕

【決算残金処分内訳】
種 別 金額（千円） 備考
繰 越 金 105,551 次年度の予算に繰り越し

別 途 積 立 金 100,000 国債にて保管

財政調整事業繰越金 31 先払い保険料（任意継続被保険者）

合 計 205,582

【財産目録】
種 別 金額（千円） 備考
法 定 準 備 金 170,289 健康保険法で規定された準備金

別 途 積 立 金 657,734 法定準備金以外の積立金

退 職 積 立 金 8,230 職員用退職金の積立

合 計 836,253 定期預金・社債にて保管(一部支払基金への委託金）

健康保険の決算総額　収入 8億9,317万9千円　支出 6億8,759万7千円

介護保険の決算総額　収入 1億528万7千円　支出 7,826万8千円

【支出】
科 　 　 目 決算額（千円） 備考
事 務 所 費 29,373 職員給与、健保システム・事務所の

賃借料など

保 険 給 付 395,480
　 法 定 給 付 費 387,579 医療費、出産手当金、働けない場合

の傷病手当金などの給付

　 付 加 給 付 費 7,901 法定給付費に加算して支給する当健
保独自の給付

納 付 金 193,853
前期高齢者納付金 34,254

国 高齢者の保険制度間の費用負担を調
整するための費用後期高齢者支援金 159,597

退職者給付拠出金 1 国 退職者の保険制度間の費用負担をす
るための費用（経過措置）

病床転換支援金 1 国 介護用病床の確保等による医療費適
正化のための費用

保 健 事 業 費 51,842 人間ドック、予防接種、常備薬配布
等の健康増進のための費用

財政調整事業拠出金 9,742 健保連 各健保組合間の財政を調整するため
の拠出金

そ の 他 7,307
合 計 687,597

【収入】
科 　 　 目 決算額（千円） 備考

保 険 料 748,962 会社 
社員

会社と社員の負担割合は
６：４（保険料率は 9.8%）

国庫負担金収入 182 国 高齢者納付金・支援金に
対する費用負担の補助

調整保険料収入 9,774 健保連 各健保組合間の財政を調
整するための支援金

繰 越 金 118,723 前年度からの繰り越し

繰入金 ( 別途積立金 ) 0 別途積立金の取り崩し

財政調整事業交付金 6,804 健保連 高額医療に対する交付金

国庫補助金収入 7,511 国 後期高齢者支援金、特定保
健指導実施に対する助成

雑 収 入 1,223
合 計 893,179

繰越金
前年度からの
繰り越し

（13.29%）

保険給付
組合員へ

（病院でかかった医療費、
出産手当金、傷病手当金など）

（57.52%）

財政調整事業拠出金
健保連へ

（1.42%）

納付金
国へ

（高齢者納付金・支援金など）
（28.19%）

その他
（5.33%）

保健事業費
組合員へ

（人間ドックなどの健康増進費用）
（7.54%）

その他
健保連からの

高額医療交付金など
（2.85%）

【決算残金処分内訳】
種 別 金額（千円） 備考
繰 越 金 15,019 前年度の予算に繰り越し

準 備 金 12,000 定期預金にて保管

合 計 27,019

【収入】
科 　 　 目 決算額（千円） 備考
保 険 料 74,751 会社 

社員
会社と社員の負担割合は５：５（保
険料率は 1.40%）

繰 越 金 30,509 前年度からの繰り越し

国庫補助金受入 0 国 総報酬割全面導入にともなう特例
措置の助成

雑 収 入 27
合 計 105,287

【財産目録】
種 別 金額（千円） 備考

準 備 金 70,833 介護保険法で規定された準備金

合 計 70,833 定期預金にて保管

【支出】
科 　 　 目 決算額（千円） 備考
介 護 納 付 金 78,268 国 介護保険法で規定された納付金

介護保険料還付金 0
積 立 金 0
予 備 費 0
合 計 78,268

収入



4

現在 2025年
7月～10月

2025年
11月中頃

2025年
12月以降

2028年
11月30日

2028年
12月以降

資格確認書（短期）
（ハガキ型）

12
月
1
日

現行保険証
（カード型）

マイナ保険証
保有者

現行保険証
（カード型）

令
和
6
年
12
月
2
日
よ
り
、
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
に
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

提
示
が
基
本
と
な
り
、
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
発
行

済
の
健
康
保
険
証
に
限
り
使
え
る
経
過
措
置
期
間
と
な
り
ま
す
。（
令
和
7
年
12
月
1

日
ま
で
）

令
和
7
年
12
月
2
日
以
降
は
、
従
来
の
健
康
保
険
証
が
使
え
な
く
な
り
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
基
本
と
す
る
体
制
へ
完
全
に
移
行
し
ま
す
。
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
も
し
く
は
資
格
確
認
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

従
来
の
健
康
保
険
証
・
資
格
確
認
書（
短
期
）は
、
事
業
所
や
健
康
保
険
組
合
へ
の
返
却

は
不
要
で
す
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い
な
い
方

令
和
7
年
10
月
末
頃
時
点
で
マ
イ
ナ
保
険
証
未
登
録
と
確
認
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

有
効
期
限
付
き
の
資
格
確
認
書
を
令
和
7
年
11
月
中
頃
か
ら
順
次
、
事
業
所
経
由
で
一

斉
交
付
し
ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

医
療
機
関
等
を
受
診
の
際
は
こ
の
資
格
確

認
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
資
格
確

認
書
の
有
効
期
間
は
3
年
間（
2
0
2
8
年
11

月
30
日
ま
で
）と
し
ま
し
た
。
有
効
期
間
中
に
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
な
ど
の
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
資
格
確
認
書
ご
利
用
時
に
併
せ
て

提
示
が
必
要
で
す
。

従
来
の
健
康
保
険
証
が

使
え
な
く
な
り
ま
す

健康保険証の完全廃止に関するスケジュール

マイナンバーカードの
保険証利用登録は

こちらから

12/2以降利用できなくなった現行保
険証および資格確認書（短期）は回収不
要です。加入者各自で処分して下さい。

※マイナ保険証を登
録している方には
交付しません。

資格確認書
交付内容未定

資格確認書
交付

資格確認書

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
・
利
用
促
進

2025年11月中頃から順次、本人の申請
によらず健保が交付
※在籍者は、事業所経由にて送付
※任意継続加入者は、世帯ごと自宅へ送付
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ホームページ開設のお知らせ!!
当健康保険組合の

■19歳以上23歳未満の方の被扶養者認定における年間収入要件が変わります
令和7年度税制改正において、19歳以上23歳未満の人への特定扶養控除の要件の見直しおよび特定親族
特別控除の創設が行われましたが、これを踏まえ、被扶養者の認定対象者が19歳以上23歳未満である場
合の年間収入要件の取り扱いが現行の「年間収入130万円未満」 から「年間収入150万円未満」に変わります

（令和7年10月1日以降の届出分より）。年間収入要件以外については、従来どおりの基準が適用されます。

■令和8年度から「子ども・子育て支援金制度」が始まります
子ども・子育て支援金は、令和8年4月分保険料（5月納付分）より健康保険料・介護保険料と合わせ
て健康保険組合が徴収することになります。ただし、健保組合が加入者のために行う保険給付や
保健事業に充てることはできません。
支援金は少子化対策を促進するために、児童手当の拡充、妊婦のための支援給付、育児時短就業
給付などさまざまな施策に充てられます。詳細はこども家庭庁のホームページをご覧ください。

法
改
正
等

ホームページ画面のデザインは予定です。

令
和
7
年
11
月
よ
り
、
当
健
康
保
険
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

「
健
保
だ
よ
り
」に
て
健
保
組
合
の
情
報
発
信
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
情
報
提
供

の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
年
2
回
の
発
行
で
は
限
界
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
新
の
お
知
ら
せ
の
ほ
か
、
健
康
保
険
の
し
く
み
や「
住
所
・
氏
名
を
変
更
し
た
」

「
欠
勤
・
休
職
し
た
」「
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
応
じ
た

解
説
や
手
続
き
に
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
健
康
診
断
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
な
ど
の

保
健
事
業
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
を
図
る
べ
く
、
随
時
、
情
報
を
U
P
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
伴
い
、
従
来
か
ら
の
、
こ
の「
健
保
だ
よ
り
」を

簡
素
化
い
た
し
ま
す（
現
在
：
A
4
判
8
頁
・
本
文
2
色
➡
令
和
8
年
春
号
か
ら
：

A
4
判
4
頁
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）。
予
算
や
決
算
、
重
要
な
法
改
正
な
ど
の
情
報

は
そ
ち
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

URL：https://toyodenki-kenpo.or.jp

スマホ
対応
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今
ま
で
の
健
康
保
険
証
は
、
保
険
資
格
の

確
認
の
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
見
た
目
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
変
わ
っ
た
だ
け
に
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
療
の
現
場
に
お

い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
情
報
の
や
り
取
り

を
可
能
に
す
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

厚
労
省
は
医
療
D
X
と
し
て
、「
全
国
医

療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と
い
う
デ
ー

タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、
医
療
情
報
基

盤
で
あ
る
、
次
の
3
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

に
、
利
用
と
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
た
場
合
、
医
療

機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
は
、
患
者
の
保
険
資

格
が
有
効
か
ど
う
か
の
判
断
が
画
面
に
出
力

さ
れ
、「
所
属
健
保
組
合
、記
号
・
番
号
・
枝
番
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
窓
口
で

の
負
担
割
合
な
ど
」基
本
的
な
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
別
画
面
で
は
、
医
療
機
関
の「
受

診
歴
や
診
療
・
薬
剤
実
績
・
特
定
健
診
の
結
果

等
」も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
薬
局
で
は
、

薬
剤
師
が
患
者
の
服
用
し
て
い
た
薬
を
確
認

で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
健
康
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
診
察
を
行
う
医
師
の
判
断
は
よ

り
早
く
正
確
に
な
り
ま
す
。

通
常
、
診
療
情
報
ま
で
閲
覧
で
き
る
の
は
、

医
療
機
関
と
薬
局
の
他
に
は
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
み
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
格
確
認
で
情
報
の
一
部
が
閲
覧

で
き
る
の
は
、柔
道
整
復
師
、あ
ん
摩
・
は
り
・

き
ゅ
う
の
施
術
所
、
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
者
や
自
治
体
、
保
健
所
で
、
介
護
保

険
や
公
費
受
給
、
母
子
保
健
、
予
防
接
種
な

ど
の
事
務
手
続
き
や
、
確
認
用
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
閲
覧
に
は
、本
人
の
同
意
が
必
要
で
、

同
意
か
ら
24
時
間
内
し
か
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
自
治
体
除
く
）。

ま
た
、
災
害
時
や
救
急
搬
送
時
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
氏
名
・
生
年

医
療
の
情
報
共
有
は
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
!!

マ
イ
ナ
保
険
証（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）に
よ
り
、
医
療
の
現
場
が
す
で
に
情
報
共
有
さ
れ
て
い
て
、
医
療
の
質
や
安
全

性
と
と
も
に
、
医
療
の
効
率
化
を
高
め
て
い
ま
す
。

月
日
な
ど
で
患
者
情
報（
薬
剤
・
健
診
・
診
療

情
報
）を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す（『
マ
イ
ナ
救
急
』別
掲
）。

な
お
、
健
保
組
合
で
は
、
資
格
確
認
お

よ
び
特
定
健
診
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す

が
、
法
的
権
限
に
よ
り
同
意
を
必
要
と
し

て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
2
0
2
1
年
10
月

か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス

電
子
カ
ル
テ
は
現
在
、
大
規
模
病
院
の

85
％
以
上
、
診
療
所
で
は
45
％
程
度
の
医

師
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
電
子
カ
ル

テ
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
、
全
国
の
他
の

医
療
機
関
等
で
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
が
電

子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

電
子
カ
ル
テ
は
、
医
師
が
診
断
内
容
を

入
力
し
、
処
方
内
容（
薬
の
種
類
・
用
量
・
服

用
方
法
な
ど
）を
選
択
す
る
と
、
処
方
箋
が

作
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
診
療
行
為
に
基

づ
く
点
数
計
算（
診
療
報
酬
明
細
書
＝
レ

セ
プ
ト
）の
作
成
ソ
フ
ト
と
連
携
で
き
る

た
め
、
電
子
カ
ル
テ
の
利
用
は
、
非
常
に
効

率
の
よ
い
医
療
事
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
を
利
用
す
る
医
師
は
、
患
者

の
過
去
の
診
療
記
録
、
検
査
結
果
、
服
薬
履

歴
な
ど
の
確
認
に
加
え
、
別
の
医
療
機
関
で

診
断
さ
れ
た
傷
病
名
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
感
染

症
情
報
、
検
査
結
果
な
ど
も
正
確
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ム
ダ
な
重
複
検
査
や
投
薬
が
な
く
な
り
、厚生労働省ホームページより
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よ
り
安
全
で
効
率
的
な
、
医
療
の
提
供
に
役

立
ち
ま
す
。

厚
労
省
は
2
0
2
5
年
1
月
か
ら
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
、
年
内
に

は
本
格
運
用
を
開
始
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス

電
子
処
方
箋
は
、
医
師
が
電
子
カ
ル
テ
で

作
成
し
た
処
方
箋
を
、
電
子
処
方
箋
管
理

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
、
デ
ー
タ
連
携
す
る
仕

組
み
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
薬
剤
師
は
、

患
者
の
資
格
情
報
を
確
認
し
て
、
登
録
さ
れ

た
処
方
箋
デ
ー
タ
を
薬
局
の
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
み
、
必
要
な
薬
を
調
剤
し
ま
す
。

患
者
が
受
診
し
た
他
の
医
療
機
関
や
薬
局

で
の
処
方
・
調
剤
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
重
複
投
薬
防
止
や
服
薬
管
理

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
2
0
2
3
年
1
月
か

ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
子

処
方
箋
に
対
応
し
て
い
る
薬
局
は
現
在
91
・

5
％
で
、
発
行
す
る
側
の
医
療
機
関
全
体
で

は
36
・
3
％
と
少
し
対
応
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
！

今
後
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
険
料
の
さ

ら
な
る
増
加
や
少
子
化
に
よ
る
人
手
不
足
な

ど
、
医
療
や
介
護
、
健
康
保
険
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
情
報
共
有
を
進

め
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
多
い
と
思

い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
を
充
分
に
生
か
す
に
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
利
用
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

情
報
漏
洩
の
心
配
が
全
く
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
に
敏
感
に
な
っ
て
、

医
療
全
体
の
効
率
化
を
停
滞
さ
せ
、
さ
ら
に

は
治
療
の
た
め
の
医
療
情
報
の
活
用
を
自
ら

拒
否
す
る
な
ど
、
ど
う
見
て
も
前
向
き
な
選

1
1
9
番
通
報
で
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
は
、
搬
送
者
の
氏
名
や
生
年
月
日
等
の
基

本
的
な
情
報
の
ほ
か
、
か
か
り
つ
け
医
や
こ
れ
ま
で
服
用
し
て
い
る
薬
な
ど
の
聞
き
取

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
す
れ
ば
、
聞
き
取
り
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
基
本
情
報
の

ほ
か
、
傷
病
者
が
過
去
に
受
診
し
た
病
院
や
処
方
さ
れ
た
薬
な
ど
の
医
療
情
報
を
確
認

で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
搬
送
す
る
病
院
の
決
定
や
救
急
車
内
で
の
処
置
、
病
院
到
着
後

に
す
ぐ
に
治
療
を
始
め

る
た
め
の
準
備
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
、
本
人
の

命
を
守
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
情
報
と
な
り
ま

す
。こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
本

年
10
月
1
日
か
ら
全
国

7
2
0
の
消
防
本
部
の

救
急
隊
で
一
斉
に
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
本
文
参
考
：
総
務
省
消

防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

「健康経営優良法人認定制度」には、大企業向けと中小企業向けの2つの部門があり､ 中小企業向
けの認定を受けるには、健康保険組合が所属している健康保険組合神奈川連合会の「健康企業宣言
事業」に参加する必要があります。この事業は、企業が従業員の健康を将来への投資と考え、積極
的に健康づくりに取り組むことを支援する制度です。
東洋工機（株）、泰平電機（株）、東洋商事（株）はこれに参加し、令和7年9月に「かながわ健康企業

宣言証」を受け取りました。
これから各社は、健康経営優良法人の認定を目指して、保健指導の利用、運動機会の増進、受

動喫煙対策、感染予防対策、過重労働対策、メンタルヘルス対策等に取り組みます。
健康保険組合は情報提供や保健指導などを通じて、サポートしていきます。

グループ会社3社が「かながわ健康企業宣言事業」に参加しました

マイナ救急

択
と
は
思
え
ま
せ
ん

医
療
現
場
で
は
、
す
で
に
個
人
の
情
報
は

連
携
さ
れ
、多
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
の
67
％
の
人
が
医
療
機
関
で
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
最
後
の
一
人
に
な
る
ま
で
頑
張

り
ま
す
か
？

【
本
文
参
考
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】政府広報オンラインホームページより



東洋電機健康保険組合　◎〒 236-0004　横浜市金沢区福浦 3-8　TEL：045-790-3135　FAX：045-790-7295

今後もマイナンバーカードの健康保険証利用登録を行う予定のない方へ

お持ちの健康保険証は令和7年12月2日以降、ご利用ができなくなります。
令和7年12月1日までにお手元に届くよう、「資格確認書」という証明書を一斉交付いたします。
医療機関受診には「資格確認書」をご利用ください。
※高齢受給者証などの医療証をお持ちの方は、医療機関受診時に「資格確認書」と併せて掲示が必要です。
※一斉交付による「資格確認書」の申請は必要ありません。交付時期に健康保険組合にて、マイナンバーカードの健康保険証

利用未登録の方を確認し、交付いたします。

マイナ保険証をご利用の方へ

マイナンバーカードは必ず更新手続きをしましょう
マイナンバーカードに格納されている電子証明書には5年の有効期限が設
定されています。
有効期限経過後3ヵ月後の末日には、マイナ保険証として利用ができなく
なります。
有効期限の2～ 3ヵ月前に、自治体から「有効期限通知書」が届きますので必ず更新を行いましょう。
更新にかかる手数料は無料です。
また、マイナンバーカード自体にも有効期限があり、有効期限は10年（未成年者
は5年）です。

当組合加入者の
保険証の利用登録

の割合
（令和7年7月現在）

66％

あっ、電子証明書の有効期限が切れてる！

3 ヶ月間は引き続きマイナ保険証で受診できますが、診療情報・薬剤情報等の提供はできません。

デジタル庁のホームページより

大丈夫3ヶ月間はマイナ保険証が使えます


